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１ 市民意識等 

地域戦略の策定にあたり、アンケート調査やパブリックコメント等の様々な手法により、生物多様性

についての市民意識等の把握に努めました。主な調査等の結果は次の通りです。 

●平成 23 年度第 2回かわさき市民アンケートによる調査 

◆調査対象  川崎市在住の満 20歳以上の男女個人 

 ◆標本数   3,000 標本 

◆有効回収数 1,500 標本（有効回答率 50％） 

 ◆調査期間  平成 23年 10 月 28 日から 11 月 17 日 

◎調査結果（概要版より生物多様性に関する部分を抜粋） 
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●生物多様性かわさき戦略の策定に関する意見募集の結果

 ◎意見募集の結果の概要

題名 「（仮称）生物多様性かわさき戦略～人と生き物つながりプラン～」の策

定に関する意見の募集について

意見の募集期間 平成２６年１月１５日（水）～平成２６年２月１３日（木）

意見の提出方法 電子メール、ＦＡＸ、郵送、持参

意見の周知方法 川崎市ホームページ、情報プラザ、各区役所、市政だより、環境局総務部

環境調整課、その他（「２０１３年度 花と緑の交流会」等での周知）

意見の提出数 １７通（６０件）

主な意見 戦略策定に賛同する意見や、生物多様性の保全が幅広い分野がかかわるこ

とから、国や県、近隣他都市との連携の重要性や庁内での連携の必要性に

関する意見、今後の取組に関する提案等
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２ 策定の経過等 

（１）生物多様性かわさき戦略策定の経過 

年月日 実施項目 主な内容等 

2010（平成22）年 10月 生物多様性かわさきフォーラム ・基調講演（東京都市大学涌井史郎教授） 

・事例報告 

2011（平成23）年  4月 庁内検討会議の設置 ・生物多様性の取組の必要性について 

・外部有識者を交えた川崎市における生物多

様性の保全に向けた基本的な考え方につい

ての検討（座長：東京都市大学涌井史郎教授）

         10月 かわさき市民アンケート ・生物多様性について 

2012（平成24）年 4月 環境審議会 ・川崎市生物多様性地域戦略策定に向けた基

本的な考え方について（諮問） 

         5月 環境審議会緑と公園部会 ・川崎市生物多様性地域戦略の背景について

・川崎市の生物多様性の課題の整理について

         7月 市民団体、市内事業者へのアン

ケート 

・生物多様性の保全の配慮した活動について

         8月 環境審議会緑と公園部会 ・川崎市の生物多様性を捉える視点について

         10月 生物多様性フォーラム「川崎の

生物多様性を考える」～都市と

生き物の共生に向けて～ 

・基調講演（環境省生物多様性施策推進室）

・事例紹介

         11月 環境審議会緑と公園部会 ・柱となる取組について

         1月 環境審議会緑と公園部会 ・部会報告案について

         3月 環境審議会 ・答申案について

2013（平成25）年 4月 環境審議会 ・川崎市生物多様性地域戦略策定に向けた基

本的な考え方について（答申）

            生き物調査 ・生態系エリア別に地点を絞った調査

         12月 市民活動状況調査 ・活動分類、分類別ヒアリング調査

2014（平成26）年 1月 パブリックコメント手続き ・「（仮称）生物多様性かわさき戦略～人と生

き物つながりプラン～」の策定に関する意見

募集について

         3月  生物多様性かわさき戦略～人と生き物つな

がりプラン～の策定・公表
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（２）川崎市環境審議会委員名簿（50 音順、敬称略、所属等は就任当時） 

2012（平成 24）年 4月 20 日（諮問日）～2013（平成 25）年 4月 9日（答申日）

氏 名 所 属 等 専門分野等 備考

石井 誠一郎 川崎市医師会理事 市民代表

石川 幹子 東京大学大学院工学系研究科教授 環境デザイン

井田 肇 川崎市全町内会連合会会計監査 市民代表

今泉 忠明 ㈱ねこの博物館館長 哺乳動物学 臨時委員

大迫 政浩 (独)国立環境研究所資源循環・廃棄物研究センター長 環境工学

落合 由紀子 東海大学教養学部准教授 経済政策

影山 亥史郎 市民公募（緑・公園分野） 市民代表

神戸 治夫 川崎公害病患者と家族の会顧問 市民代表

窪田 亜矢 東京大学大学院工学系研究科准教授 都市デザイン

桑原 勇進 上智大学法学部教授 環境法、行政法

小谷 幸亘 市民公募（公害対策分野） 市民代表

小西 淑人 ㈱エフアンドエーテクノロジー研究所代表取締役 作業環境管理学

坂本 和彦 埼玉大学名誉教授、埼玉県環境科学国際センター総長 大気環境科学、環境制御工学

庄司 佳子 かわさき地球温暖化対策推進協議会会長 市民代表

進士 五十八 東京農業大学名誉教授 環境学、造園学 会長

杉山 涼子 富士常葉大学社会環境学部教授 社会工学

鈴木 誠 東京農業大学地域環境科学部教授 造園学

鈴木 良樹 市民公募（緑・公園分野） 市民代表

相馬 豊 市民公募（廃棄物分野） 市民代表

立川 勲 セレサ川崎農業協同組合代表理事副組合長 市民代表

田中 秀明 川崎商工会議所議員 市民代表

萩原 利夫 市民公募（公害対策分野） 市民代表

藤井 修二 東京工業大学大学院教授 建築環境工学 副会長

藤田 由紀子 専修大学法学部教授 行政学、公共政策

藤吉 誠一郎 川崎地域連合副議長 市民代表

藤吉 秀昭 (財)日本環境衛生センター常務理事 廃棄物処理工学

南 佳典 玉川大学農学部教授 生態学、環境動態学

村上 公哉 芝浦工業大学工学部建築工学科教授 環境エネルギー計画

村山 美香子 市民公募（廃棄物部会） 市民代表

吉門 洋 埼玉大学大学院理工学研究科教授 大気環境科学
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川崎市環境審議会緑と公園部会委員名簿（50 音順、敬称略、所属等は就任当時）

氏 名 所 属 等 専門分野等 備考

石川 幹子 東京大学大学院工学系研究科教授 環境デザイン 部会長

今泉 忠明 ㈱ねこの博物館館長 哺乳動物学 臨時委員 

影山 亥史郎 市民公募（緑・公園分野） 市民代表

窪田 亜矢 東京大学大学院工学系研究科准教授 都市デザイン

桑原 勇進 上智大学法学部教授 環境法、行政法

鈴木 誠 東京農業大学地域環境科学部教授 造園学

鈴木 良樹 市民公募（緑・公園分野） 市民代表

立川 勲 セレサ川崎農業協同組合代表理事副組合長 市民代表

藤吉 誠一郎 川崎地域連合副議長 市民代表

南 佳典 玉川大学農学部教授 生態学、環境動態学 副部会長

    (平成 24 年 7月時点) 
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（３）検討会議等 

●庁内検討会議関係部署（組織名は2013（平成25）年度当時） 

総務局行財政改革室 

総合企画局都市経営部企画調整課 

財政局財政部財政課 

経済労働局産業政策部企画課 

経済労働局農業振興センター 

環境局地球環境推進室 

環境局環境評価室 

環境局環境対策部企画指導課 

環境局環境対策部環境対策課 

環境局環境総合研究所事業推進課 

環境局環境総合研究所リスク調査課 

健康福祉局総務部企画課 

健康福祉局健康安全部生活衛生課 

健康福祉局健康安全部動物愛護センター 

まちづくり局総務部企画課 

建設緑政局計画部企画課 

建設緑政局計画部企画課（緑政企画担当） 

建設緑政局緑政部緑政課 

建設緑政局緑政部公園緑地課 

建設緑政局緑政部多摩川施策推進課 

建設緑政局緑政部夢見ヶ崎動物公園 

建設緑政局緑政部生田緑地整備事務所 

港湾局港湾経営部経営企画課 

港湾局川崎港管理センター港営課 

上下水道局下水道部下水道計画課 

上下水道局調整担当 

教育委員会事務局学校教育部指導課 

教育委員会事務局青少年科学館 

（事務局）環境局総務部環境調整課 
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３ 地域の環境を把握するための情報の整理例（本編P６５関連資料）

●生態系エリアごとの情報の整理例、環境審議会答申「川崎市生物多様性地域戦略策定

に向けた基本的な考え方について」附属資料より

①丘陵地の農地と樹林の生態系エリア

②丘陵地の樹林の分散する生態系エリア

③低地の農地の分散する生態系エリア

④低地の市街地の生態系エリア

⑤多摩川の生態系エリア

⑥臨海部の生態系エリア
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①丘陵地の農地と樹林の生態系エリア
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②丘陵地の樹林の分散する生態系エリア
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③低地の農地の分散する生態系エリア
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④低地の市街地の生態系エリア
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⑤多摩川の生態系エリア
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⑥臨海部の生態系エリア
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